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第６学年 国語科学習指導案
日 時 平成１６年度１０月１５日（金）５校時

児 童 男１１名 女１４名 計２５名

指導者 佐 藤 美 果 子

１ 単元名 二 言葉と文化について考えよう

教材名 「外来語と日本文化」

「現代を生きる五音、七音 「 言葉と文化』展示館へ、ようこそ」」『

２ 単元について

（１）教材について

本教材は、６年生になって２番目に学習する説明文教材である。６年生では、要旨を理

解する力に加えて、目的や文種に応じて正確に文章を読み取る力、そして、自分の考えを

持ちながら読むことまでねらうことになる。

本単元は、まず、要旨をとらえ、その上で「文化」という抽象的なテーマについて考え

る単元であると考える。今、自分が何気なく使っている言葉、自分を取り巻く言葉が、長

い歴史を経た、多くの国々・人々との文物の交流の産物であるという認識を持たせる。

そのような新しい見方で身の回りの言葉を見直すとき、子どもたちは、ものの見方・考

え方の幅を広げるにちがいない。言葉は、いつも人とともにあること、人間が生きてきた

ことの積み重ねが今の自分を支えていることなど、これまでの国語学習全体を改めて見直

すことにもなる。

子どもたちが、自分の使っている言葉について、文化の継承者として在るための認識を

深め、文化について初めて学んだことをもとに自分たちで調べて確かめ、さらに発表し合

うという総合的な活動にも発展させることができる教材である。

（２）児童について

６年生２５名は、昨年度のＣＲΤ検査では、読み取りの力が全国比より低く、漢字の定

着率も低い児童が多かった。また自分の考えを、意見として述べるとなると臆病になって

しまう傾向も見られた。

前回までの説明的教材の学習で、問いの文、答えの文は、どこにあるか、要点や要旨の

とらえ方などを学習することを通して、少しずつ全体的な構造から読み取れる児童も見ら

れるようになってきた。

しかし、考えの筋道を説明できず聞き役に回ってしまう児童もいる。そこで、考える体

験を積み重ねることで、自分の言葉で話させたい。また、自分たちで調べて確かめ、発表

し合うところまで自分の考えを堂々と発表できる児童に育てていきたい。そして、考える

力をつけることで、児童の心の成長に結びつけていきたい。

（３）指導について

６年上巻第２単元「筆者の考えと事実を読み取ろう・火星に生命をさぐる」から筆者の

考え（要旨）をとらえる学習をしてきた。その際に筆者は、適切な事例を用意して要旨を

わかりやすく述べていることも学んできた。

本単元では、その上に立って、筆者は、文章の構成や表現に関しても読者を意識して工

夫を加えていることに気づかせたい。また、筆者の考えを読みとった上で、自分の意見を
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まとめる学習もしていく。その上で簡単な要約の仕方について、つかませたい。

また「言葉」や「文化」という抽象度の高い言葉を歴史的背景を含むものとして扱うこ

とは初めてである。後半の「 言葉と文化』展示館へようこそ」の学習では、知識を受け『

取り、確かめるだけでなく主体的に自分の考えをもち、読み進められるよう、自分の選ん

だ外来語について予想をたててから、文化とのかかわりを考えさせていきたい。

３ 単元の目標と評価規準

（１）目 標

・言葉と文化について関心を持ち、文章を読んで要旨をとらえ、自分の課題をもつことが

。 （ ）できる 読イ

（２）評価規準

◎「外来語と日本文化」の内容を的確に押さえながら要約し、言葉と文化について自分の

。 （ ）課題をもって調べている 読イ

・言葉と文化のかかわりについて自分の考えを持ちながら関心を持って読んでいる。(関)

・各自調査した内容を効果的に表現するために分かりやすくまとめ、発表の方法を工夫し

。 （ ）ている 書ア

・初めて知ったことや思ったこと、さらに調べたことをみんなに分かりやすくまとめ、発

。 （ ）表している 話・聞ア

。 （ （ ） （ ））・語句の由来や日本の伝統的な言葉のリズムに関心をもつ 言 １ ウ エ

４ 単元指導計画（１２時間）

次 時 主 な 学 習 活 動 指 導 目 標

１ １ ・題名や内容に興味をもち、単元の ・生活の中の外来語の多さに気づき 「外、

見通しを立てる。 来語と日本文化」の読み取り計画を立て

ることができる。

・教材文から外来語についての意味を理解

することができる。

２ ２ ・ 外来語と日本文化」を通読し、 ・問いの文を「どうして 『カード・カ「 、

問いの文について話し合う。 ルテ・カルタ』は、日本語に入ったら別

の言葉になったのか」のように自分でま

とめることができる。

３ ・答えの文について話し合う。 ・ カード・カルテ・カルタの意味のちが「

いは、これらの言葉をもたらした国々と

の交わりのちがいが反映している 」と。

まとめることができる。

４ ・具体例の要点をとらえる。 ・カルタとカード・カルテが日本に入って

きたときの文化と習慣について具体的に

とらえることができる。

５ ・筆者の考えをつかむ。 ・９段落と１０段落から要旨「外来語は、

新しい文化とともに日本に入ってきた

が、その入り方のちがいによって意味が



- 3 -

。」 。ちがう ことをとらえることができる

６ ・外来語全般と日本文化の関連につ ・カード・カルテ・カルタを外来語全般に

本 いて要約し、まとめる。 置き換え、文化との関連について要約す

時 ることができる。

３ ７ ・ 現代を生きる五音・七音」を読 ・教材文を通読し、五音、七音を繰り返し「

み、リズムを楽しむ。 読み、気に入った作品を一つ暗唱するこ

とができる。

８ ・例文を暗唱し合い、リズム感のよ ・短歌で間をとるとき、意味の区切りや形

さにふれる。 式を考えて読むことができる。

９ ・ 言葉と文化展示館へようこそ」 ・ 外来語」について、調べる課題をもつ「 「

４ を読んで 活動の方向を理解する ことができる。、 。

・発表にむけて活動する。 ・本やインターネットなど幅広く活用しな10

がら調べることができる。

・グループごとに発表準備をし、助 ・工夫した点や今後の修正点について明確11

言し合う。 に自分の考えをもつことができる。

・展示会を開催する。 ・展示館を開き感想の交流をするとともに12

互いの良さについて気づくことができる

５ 本時の指導（本時６／１２）

（１）本時の目標

カード・カルテ・カルタという言葉を外来語全般に置き換え、文化との関連について要

約することができる。

（２）本時の評価規準

カード・カルテ・カルタという言葉を外来語全般に置き換え、文化との関連について要

約している。

（３）研究主題との関連

説明文を正しく読み取るための指導法③（ウ 「事実の部分と感想や意見の部分を読み）

分け、筆者の考えを読み取る」との関連で指導する。９段落と 段落から言葉と文化に10

ついての筆者がいちばん言いたいこととして押さえていたものを確認する。問いの文の中

の「国と国との交わりの違いが、反映している」という言葉を答えの文の「文化の交流の

現れ」という言葉に関連させ、筆者がいちばん言いたい文をもとにして要約する。

（４）展開

学 習 活 動 指 導 上 の 留 意 点と評 価段階

つ １ 課題を確認する ・課題は、学習計画に従い、簡単に確認す

か 「外来語と日本文化」を要約し る。

む てまとめよう

２

分

見 ２ 筆者がいちばん言いたいことを ・ 外来語は、その国との文化の交流の現「

通 確かめる。 れである 」ことを筆者がいちばん言い。

す たいこととして確かめる。

５ ３ 問いの文、答えの文から大事な ・問いの文「意味 「カード・カルテ・カ」
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分 言葉をおさえる。 ルタ 「ちがう言葉」を押さえさせる。」

学 ４ 本時の学習範囲を音読する。 ・言いたいことの文・問いの文・答えの文

び と９・１０段落を音読する。

合 ５ 問いの文の言葉と答えの文の言葉 ・問いの文の言葉を答えの文で言い換えら

う を対応させる。 れていることを確かめる。

「 」 「 」カード・カルタ・カルテ → 外来語

「 」 「 」「 」 「 」33 交わり → 交流 反映 → 現れ

、 、分 ６ 自分の力で要約し、ノートにまと ・達成状況によって 主語を指定したり

める。 述語を補って支援する等の取り立て指導

を行う。

７ お互いにまとめたことをもとに話

し合う。

８ 要約した文章を推敲する。 ・要約を３文をめどとして考えさせ、ノー

要約は板書し、まとめたものを全 トに書かせる。

体で確かめる。 ・板書させ、確かめる。

【評】要約することができたか。

まとめの要約

外来語の意味がせまくなり、

ちがう言葉になったのは いつ ・児童がまとめたもののほうが、分かりや、 、

どのように日本語に入ってきた すいまとめであればそのまとめを皆で読

かということと深い関係がある んで確認する。。

それは言葉をもたらした国々と

日本との交わりのちがいでもあ

る。つまり外来語は、文化の交

流の現れである。

ま ９ 本時の学習内容を振り返り、ノー ・学習課題や目標が達成できたか簡単に

と トに自己評価する。 自己評価させる。

め １０ 次時予告

る

５

（５）具体の評価規準

、 。 （ ）Ａ 外来語と文化との関連について 分かりやすく要約している 読イ

Ｂ 「つまり」の接続語を入れて、主述のねじれがなく外来語と文化との関連について

要約している。 （読イ）

【Ｃ児への支援】 要約するときに困難な児童が見られたときには、主語を指定した

（読イ）り述語を補ったりして要約を考えるよう支援する。
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（６）板書計画
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